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令和８年４月１日 

東大和市教育委員会  殿 

                       学 校 名     東大和市立第八小学校 

校 長 名 平松 新太郎     

 

令和８年度教育課程について(届） 

 

 このことについて、東大和市立学校の管理運営に関する規則第１６条に基づき、下記のとおりお届けします。 

 

記 

１  教 育 目 標 

（１）学校の教育目標 

  日本国憲法や教育基本法の理念及び東大和市教育委員会の教育目標を尊重し、「確かな学力・豊かな心・健やか

な体」などの「生きる力」の育成を目指すとともに、学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、次の目標

を設定する。 

 ＜教育目標＞ ◎は重点 

◎自ら考え 行動する子 〇学びをつなぎ 助け合う子 ○たくましく 命を輝かせる子 

 

（２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

   学習指導要領の理念を踏まえ、「一人一人の笑顔が輝く学校～学校にかかわる全ての人のウェルビーイングを

考え行動に移す～」の実現のために、「かかわり」「挑戦」「信頼」をキーワードに、「社会に開かれた教育課

程」の編成に向けて、以下の７点を基本方針とする。 

ア 安全・安心で信頼される学校 

「全ての児童が安心して学校に通えるよう、安全な学校を目指す。危機管理を徹底する。」の理念のもと、学

校・家庭・地域が一体となった教育を推進する。また、学校目標を達成するために、全教職員が一丸となった学

校づくりを推進し、学びをはじめ、学校全体のウェルビーイングを考え、行動に移せる第八小学校を実現する。 

イ 家庭・地域との連携≪コミュニティ・スクール≫ 

 「みんなで創る第八小学校」を目指し、コミュニティ・スクールＣＮを中心に地域・保護者（八小応援団）と

の連携を深め、学校全体のウェルビーイングに繋げていく。 

ウ 学ぶ意欲・確かな学力の向上 

   教育目標である重点目標「自ら考え 行動する子」を目指し、児童一人一人が主体的に自分の考えや思いを表

現できるための授業改善を図り、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性

等」の資質・能力を確実に育成する。 

エ 豊かな心の育成 

  相手の気持ちを考える（察する）力を家庭と連携して身に付けさせ、「いじめ」を追放するとともに、あらゆ

る差別と偏見をゆるさない人権教育を推進する。また、児童の多様性を受け入れ、「ダイバーシティ教育」を推

進する。 

オ 健やかな体の育成 

   食生活や自身の健康・安全を意識し、自分の力で健康や体力・運動能力を主体的に伸ばそうとする意欲をもっ

た児童を育成する。また、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎を培う。 

カ 特色ある教育 

   児童が、学校の良さを自覚し、自信をもって生きるように指導をし、学校全体のウェルビーイングに繋げる。 

キ 学校組織の活性化と組織力の向上・働き方改革 

   学校経営方針の達成に向け、学校の共働体制を強化し、信頼される組織づくりを進める。学校組織を活性化さ

せるため、常に改善する視点をもち、働き方改革を推進する。 

 



第２表の１ 

学校名 東大和市立第八小学校 

２  指導の重点 

（１）各教科、特別の教科道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動  

  ア 各 教 科       

〇学力の基本となる学習規律「第八小学校の学習の基本１０」を身に付けさせ、学習の基礎・基

本の定着を図る。 

〇「主体的・対話的で深い学び」の視点から、４０分授業に対応した学習過程の工夫及びＩＣＴ

の効果的な活用により学習の基盤となる資質・能力を育成する。 

〇基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得に向け、午前５時間制４０分授業によるカリキュラ

ムマネジメントや習熟度別算数少人数指導において指導方法や指導形態を工夫するなど個に応

じた指導の充実を図る。 

〇自学・自習や自由進度学習を行い、自ら問いをもち、その課題解決に向けて ICT を効果的に活

用し、自律的に学習できる力を育成する。 

〇「全国学力・学習状況調査」（第６学年）の結果を分析し、各学年・学級の授業改善プランを

作成する。作成したプランを常に見直し、ＰＤＣＡサイクルを通して確かな学力の一層の向上

を図る。また、調査結果分析を学校通信に掲載して、保護者に周知する。 

〇ペア・グループによる話合い活動を設定し、1人 1台端末を効果的に活用しながら意見交換をす

るなど、言語活動の充実を通して学びを繋ぐ力を育成する。 

〇外国語科では、聞くこと・読むこと・話すこと・書くことの言語活動を通して、他者とかかわ

りながら思いを豊かに表現することで、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育

成する。また、グローバル社会を見据え、TGG 体験学習を５年で実施する。 

〇系統あるプログラミング教育を通して、思考力・判断力・表現力を育成する。 

〇ユニバーサルデザインを基本とした学習環境の整備や授業づくりをして、全ての児童が安心し

て学習できる環境を整えていく。 

○高学年での教科担任制を導入することで、より一層の授業改善を推進するとともに、学年で児

童を見ていくという組織体制を構築していく。 

○中・高学年でモジュールを取り入れることで、時数を確保するとともに、見通しをもった漢字

学習を通して、確実の習得を目指す。 

  イ 特別の教科 道徳 

〇「主体的・対話的で深い学び」の視点から、道徳的価値を自分ごととして理解し、多面的・多

角的に深く考えたり、議論したりする授業の実践に努める。 

〇道徳授業地区公開講座では、地域・家庭・学校が協働して道徳教育について考える場となるよ

う、全学級共通のテーマによる授業公開や参加型の講演等を通して、日常的に思いやりの心を

育てる実践を共有する。 

〇各教科・外国語活動・総合的な学習の時間及び特別活動の特質に応じた道徳性の育成を進める。 

  ウ 外国語活動 

〇外国語活動においては、聞くこと・話すことの言語活動を通して、他者とかかわりながら思い

を豊かに表現することで、コミュニケーションを図る素地となる資質・能力を育成する。 

〇ＡＬＴを効果的に活用して、楽しみながら外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる。 

  エ 総合的な学習の時間 

 〇学級総合を基本とし、どの学級も児童の実態に応じながら、学習課題を児童とともに見出し、

課題解決を図りながら、資質・能力を育んでいく。また、情報モラル教育を行い、情報活用

能力を育成する。 

 〇他教科及び総合的な学習の時間で身に付けた資質・能力を関連付けて、学習や生活に生かし

ていく。 

〇ＳＤＧsを自分ごととして考えるために、想像する力、繋げて考える力、自分ができることを

考え実行する力を身に付けさせる。 



 第２表の２ 

学校名 東大和市立第八小学校 

オ 特 別 活 動      

   〇「全員が発言する、全員が挙手をする学級会」を目指す。合意形成・意思決定する話合い活動

を通して自主的・実践的な態度を身に付けさせる。 

   〇児童が主体となる児童会活動（児童集会・委員会活動）やクラブ活動の活性化を図り、児童一

人一人の自主性や社会性を伸ばす。 

   〇なかよしタイム（たてわり班活動）を実施する。異学年交流を学校行事や児童会活動等に積極

的に取り入れ、かかわりの中で児童が自分の立場や役割を知り、リーダーシップや思いやりの

気持ちを育むことで自己有用感を育成する。 

   〇赤城移動教室（５年）・日光移動教室（６年）等の遠足・集団宿泊的行事の充実を図り、多様

な他者と協力しながら、より良い人間関係を築くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などにつ

いての体験を積むとともに、課題を解決する力を身に付けさせる。 

 

（２）特色ある教育活動 

  ア コミュニティ・スクールの推進 

   〇コミュニティ・スクール CN を中心に学校運営協議会・年３回、地域・保護者との熟議・年２

回を実施し、連携を図る。コミュニティ・スクールを確実に推進し、学校全体のウェルビーイ

ングに繋げる。 

   〇「八小応援団」として、広く保護者や地域の方が参画できる組織的な連携・協働体制を構築す

ることで、学校教育に対する課題や目標を共有し、社会に開かれた教育活動を展開する。 

   

イ 誰も取り残されない教育の推進 

   〇１人１台端末を効果的に活用し、キュビナのソフト等を用いながら、自ら問いをもち、その課

題解決に向けて自律的に学習できる力を身に付けさせ、児童一人一人の力を最大限に伸ばす教

育を推進する。 

〇いじめや不登校を防止する等の教育相談活動を行い、一人一人の居場所がある学校づくりを推

進する。校内サポートルームを、児童の心の充電場所として定着させていく。 

〇言語活動の基本となる漢字検定（年２回）・英語検定（年１回）を行う。 

   

ウ 特別支援教育の推進 

〇特別支援教育コーディネーターを中心に、月１回の特別支援校内委員会の開催等、特別な支援

を要する児童の実態把握及びアセスメントを協働的に進めることで、教員一人一人の児童理解

と指導の工夫・改善に向けた校内体制の確立を図る。 

   

エ 小中一貫教育の推進 

   〇児童・生徒の探究的な学びの充実を図る視点で、授業公開を年３回実施し、ICT 活用の仕方を踏

まえながら、９年間を見通した小中一貫教育を推進する。 

〇第四中学校区グループが一体となった引き渡し訓練（年間 1回）を実施するなど、児童・生徒

や地域の実態に合った取組を実践する。 

 

 

 

 

 

 

 



第２表の３ 

学校名 東大和市立第八小学校 

 

（３）生活指導・進路指導 

  ア 生 活 指 導      

   〇基本的な生活習慣と主体的な生活態度及び社会規範の育成のために、「八小 学習の基本 

１０」「学校生活プロへの道」等を設定し、指導の共有化と毎月の振り返りを行うことで組織

的に意識の向上と定着を図る。 

   〇児童のトラブルや問題行動が発生した際には、「第八小学校生活指導マニュアル」に基づき、

全職員で共通した指導を行い、早期解決を図る。 

〇危険を予測し回避する能力と自他の安全に気を配る能力の育成に向けて、学校安全計画及び校

内のけがデータ等に基づいた安全教育・防災教育の充実を図り、校内外における事故の未然防

止への意識を高める。 

   〇食生活の基礎・基本を身に付け、自分の健康を考え、感謝の気持ちをもって給食を残さず食べ

る児童の育成を図る。 

〇「東大和市いじめ防止対策推進条例」及び「学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめに関

するアンケートの実施（学期に１回）・学校いじめ対策委員会を開催するとともに、いじめの

未然防止・早期発見に向けて、「いじめ総合対策」を活用した研修及びいじめに関する授業

（年３回）を実施する。 

  

 イ 進 路 指 導      

   〇キャリア教育の視点に立ち、キャリアパスポートの活用を通して、児童一人一人が自己理解を

深めるとともに、第四中学校・東大和高校との交流を通して現在及び将来にわたる生き方を考

え、主体的に進路を選択する能力や勤労観・職業観を育成する。 


